
委
員
会
の
主
な
活
動
状
況

定
し
て
い
る
。
制
度
の
開
始
時
期

に
つ
い
て
は
、
遅
く
と
も
十
月
初

旬
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
、
広

報
さ
っ
ぽ
ろ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
お
知
ら
せ
は
も
と
よ
り
、
分
か

り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製

し
、
耐
震
診
断
の
必
要
性
や
効
果

の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

家
庭
ご
み
有
料
化
問
題

小お

形が
た　

香か

織お
り（

共
産
党
）

 

現
在
、
市
民
は
増
税
や
社
会

保
障
改
悪
に
苦
し
ん
で
お
り
、
自

治
体
は
こ
れ
以
上
の
市
民
負
担
を

強
化
す
べ
き
で
は
な
く
、
家
庭
ご

み
の
有
料
化
は
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

 

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
「
札
幌
市
廃
棄

物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
に
お
い

て
審
議
を
行
い
、
審
議
会
自
ら
が

市
民
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
市
民
議
論
を
重
視
し
た
審
議

が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
今
後

は
、
市
民
意
識
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

幅
広
い
議
論
が
続
け
ら
れ
る
見
通

し
で
あ
る
。
従
っ
て
時
間
的
な
制

約
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の

有
料
化
実
施
に
つ
い
て
は
、
相
当

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、

審
議
会
の
答
申
を
待
っ
て
、
有
料

化
に
よ
る
減
量
効
果
な
ど
も
見
極

め
な
が
ら
、
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
問
題

小こ

林ば
や
し　

郁い
く

子こ
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

 

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
市
職
員
の
意
識
改
革

と
政
策
提
案
能
力
の
向
上
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
職
員
の
政
策
提

案
を
市
政
に
生
か
し
て
い
く
職
場

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

 

職
員
提
案
制
度
の
充
実
や「
職

員
発
表
会
・
元
気
の
種
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
発
表
さ
れ
た
提

案
や
実
現
の
事
例
が
全
庁
で
共
有

さ
れ
、
新
た
な
発
想
や
改
善
意
欲

に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
組

み
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
提
案
を
生
か
せ
る
職

場
環
境
づ
く
り
に
、
さ
ら
に
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

6
月
11
日
〜
7
月
10
日

総務委員会 ──────────────────
＜7月7日＞屯田北小学校（北区屯田9の3）の太陽光発電、
屯田北中学校（北区屯田9の4）の地中熱ヒートポンプシス
テムなどを視察しました。
財政市民委員会 ────────────────
＜6月28日＞懇談会への参考人の出席要請を決定したのち、
はちけん地区センター（西区八軒6西2）を視察しました。
文教委員会 ──────────────────
＜6月26日＞北辰中学校（北区北18西2）を視察しました。
厚生委員会 ──────────────────
＜6月28日＞「障がい者一人ひとりの身体状況と生活に合わ
せた『障害者自立支援法』にしていくための陳情」の初審査
を行い、継続審査としました。
税財政制度調査特別委員会 ───────────
＜6月19日＞「三位一体の改革」について、また平成19年度
国の施策及び予算に関する提案について総務局、財政局から、
さらに平成19年度国家予算などに対する札幌市重点要望事項
について市民まちづくり局から説明を聴取し、質疑を行いま
した。
少子化対策・青少年育成調査特別委員会 ─────
＜6月27日＞（仮称）札幌市子どもの権利条例最終答申につ
いて子ども未来局から説明を聴取し、質疑を行いました。

可決された議案

●一般会計補正予算
　次の内容で総額2億7,900万円を補正するもの
です。
　①市営住宅におけるアスベストの囲い込みなど
に必要な経費②マンションなどの構造計算偽装問
題への対応にかかわる偽装の再発防止や構造計算
書の調査に対する支援、耐震強度の相談体制の強
化などに必要な経費
●札幌市乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条
例案
　乳幼児医療費助成において、北海道の同助成の
改正に伴い、所得制限および助成の範囲について
改正を行うものです。
　このほか、札幌市営住宅条例の一部を改正する
条例案など合計23件が可決または承認され、人権
擁護委員候補者推薦の件については、適当と認め
られました。

可決された意見書案

●「出資法」及び「貸金業規制法」の改正を求める
意見書
●簡易保険団体割引制度に係る取扱い方法の変更に
対する意見書
●「JR三島・貨物会社」に係る支援策に関する意見
書
●自治体財政の充実・強化を求める意見書
●「がん対策推進法」（仮称）の早期制定を求める意
見書
●「仕事と生活の調和推進基本法」（仮称）の制定を
求める意見書
●療養型病床削減に関する意見書
●新聞の「特殊指定」制度の堅持に関する意見書
●「JR不採用問題」の早期全面解決を求める意見書

2006─❽─広報さっぽろ


